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うち 5 項目が三次元歩行解析データと関連を示した。1 項目は観察評価と三次元歩行解析データの
異常性は一致していなかった。統計学的有意性は認めなかったものの，観察による評価結果が重度
になると，三次元歩行解析データも重度となる項目が 4 項目存在した。再検査信頼性の検討にお








の検証においては，7 項目 1 因子モデルが構築された。また，併存的妥当性の検討においては 9







においては，評価の得点が 8 点以上となった場合には 75%の確率で 1 年後の歩数が 2700 歩未満
となり，8 点未満の場合には歩数が 2700 歩未満となる確率は 0%であった。同様に評価の得点が
5 点以上となった場合には 92%の確率で 1 年後の歩数が 4400 歩未満となり，5 点未満の場合には
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